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Ｅ様式（イ）  脱硫前の燃原料から求めたSOx量 と、 脱硫後の排出ガス中のSOx濃度 と、 排出ガス量 から脱硫効率を求める場合

※2：該当する単位を選択してください。
※3：1時間当たりの量を入力してください。
※4：有効数字4けた（5けた以下は切り捨て）

※5：有効数字3けた（4けた以下は切り捨て）
※6：���    自動的に計算されます。
※7：���    自動計算されませんので、適切な数値を入力してください。

(3)排出ガス測定から求めるSOx量
⁃⁃「a脱硫装置前（入口）のSOx量」の欄は、使用しません。「b脱硫装置後（出口）のSOx量」の欄を入力してください。

⁃⁃ SOx濃度
① �SOx（またはSO2）濃度測定値：�「項目」欄で、濃度を測定した項目を、SOx（またはSO2）から選択してください。	

① で[SOx]を選択した場合：濃度測定値の欄に、全ての測定値を入力してください。	
�① で[SO2]を選択した場合：濃度測定値の欄には、何も入力しません。

② �平均SOx（またはSO2）濃度※5※6：  SOx（またはSO2）濃度測定値の平均値を入力してください。
③ �SOx濃度への補正係数※5：�① で[SO2]を選択した場合は、補正係数（57ページ）を入力してください。
④ �補 正 S O x 濃 度※5※6：  �① で[SOx]を選択した場合：②の数値を入力してください。	

① で[SO2]を選択した場合：②×③の数値を入力してください。
⁃⁃ SOx測定時のO2濃度
⑤ �SOx濃度測定時のO2濃度測定値：�① で[SOx]を選択した場合：SOx濃度測定時の全てのO2濃度測定値を入力してください。	

�① で[SO2]を選択した場合：適用期間中のO2濃度の平均値を入力してください。
⑥ �SOx濃度測定時の平均O2濃度※5※6：  「⑤ �SOx濃度測定時のO₂濃度測定値」の平均値を入力してください。
⁃⁃排出ガス量測定時のO2濃度および排出ガス量
⑦ �排出ガス量測定値（乾き）：排出ガス量（乾きガス量）の全ての測定値を入力してください。
⑧ �平 均 排 出 ガ ス 量※4※7：  「⑦ �排出ガス量測定値（乾き）」の平均値を入力してください。
⑨ 排出ガス量測定時のO2濃度測定値：�排出ガス測定時の全てのO₂濃度の測定値を入力してください。
⑩ �排出ガス量測定時の平均O2濃度※5※7：  「⑨ 排出ガス量測定時のO₂濃度測定値」の平均値を入力してください。
⑪ 補 正 排 出 ガ ス 量※4※6：  �補正の必要がある場合は、計算して入力してください。（58ページ）	

SOx(またはSO₂)濃度測定時と排出ガス量測定時のO₂濃度が異なる場合は、必ず補正をして
ください。補正の必要がない場合は、「⑧平均排出ガス量」の数値を入力してください。

⑫ SOx量※4※6 ：  SOx量を計算して、入力してください。（58ページ）

⁃⁃硫黄酸化物濃度の測定
⑬ �S O x 濃 度 測 定 法：�① で[SOx]を選択した場合：JIS K 0103のいずれか該当する測定法を入力してください。	

�① で[SO2]を選択した場合：JIS B 7981のいずれか該当する測定法を入力してください。
⑭ �採 取 ガ ス 量：①を測定したときの採取ガス量（吸引ガス量）を入力してください。

(2)燃原料から求めるSOx量（Sf)
「① 燃原料の種類」、「② 測定時の使用量（小数点以下切り捨て）※2※3」、「③ 密度（小数点4けた目を切り捨て、⁃
3けたまで）」、「④ 含有硫黄分（小数点以下3けた目を切り捨て、2けたまでの数値）」を入力してください。
   	��「① 燃原料の種類」～「④ 含有硫黄分」を入力すると、「⑤ SOx量」、「⑥ 合計SOx量」が自動的に計算されます。
		 �「⑤ SOx量※4」、「⑥ 合計SOx量※4」を計算して入力してください。（計算のしかたは、56ページをご覧ください。）

(4)脱硫効率及び脱硫効率の補正
① 脱 硫 効 率 ：�  �脱硫効率を計算し、小数点以下3けた目を切り捨て、2けたまでの数値（％表示）

を入力してください。（計算のしかたは、58ページをご覧ください。）
② 施 設 の 稼 働 時 間 数 ：脱硫装置の適用期間における施設の稼働時間（1時間未満切り捨て）を入力してください。
③ 脱硫装置の稼働時間数 ：脱硫装置の適用期間における脱硫装置の稼働時間（1時間未満切り捨て）を入力してください。
④ 施 設 の 排 出 ガ ス 量 ：施設の排出ガス量を入力してください。
⑤ 脱硫装置の処理ガス量 ：脱硫装置の処理ガス量を入力してください。
⑥ そ の 他 の 補 正 係 数※5 ：その他、何らかの補正係数がある場合、入力してください。
⑦ 補 正 後 の 脱 硫 効 率※7 ：�施設と脱硫装置の稼働時間または排出ガス量が異なるなどの場合は、脱硫効率（％）を補正し、

小数点以下3けた目を切り捨て、2けたまでの数値（％表示）を入力してください。（計算のしか
たは、59ページをご覧ください。）補正する必要がない場合は、①の数値を入力してください。

2.	測定及び算定内容（E様式（イ））
(1)共通事項
① 測 定 年 月 日※1：SOx濃度と排出ガス量を測定した年月日を入力してください。
② 脱 硫 適 用 期 間※1：�この様式で算定した補正後の脱硫効率を適用する期間を入力してください。	

（必ず、SOx濃度測定などを実施した「月」を含めてください。）
③ �適用期間中における⁃
平 均 燃 原 料 使 用 量

：�適用期間中において、脱硫対象施設で使用した燃原料の種類と1時間当たりの平均
使用量※2※3を入力してください。

※1:    入力必須項目です。

⁃⁃
算
定
様
式（
Ｅ
様
式
）の
作
り
か
た
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Ｅ様式（ロ）

算定様式（Ｅ様式）の作りかた

  �操作のしかたは、54ページを
ご覧ください。

	�用紙申告の場合は、この位置に脱硫過程の簡略図を描いてください。（45ページ）⁃
2枚目以降には、変更が無ければ記入する必要はありません。

(2)燃原料から求めるSOx量
何も入力しません。

B DS

バイパス
（半開）

ボイラー 脱硫装置

×× △

（ロ）を選択してください。（47ページ）

⁃⁃下図の内容は、SO2濃度測定時の記載例です。	
SOx濃度測定の場合には、48ページ「2.(3)b 脱硫装置後（出口）のSOx量」の記載例に倣って、「2.(3)a 脱硫装置前（入口）
のSOx量」および「2.(3)b 脱硫装置後（出口）のSOx量」の数値を入力してください。

作成のしかたは、47ページをご覧ください。
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Ｅ様式（ロ）

⁃⁃
算
定
様
式（
Ｅ
様
式
）の
作
り
か
た

 SOx濃度 と 排出ガス量 を、 脱硫前と脱硫後で測定 して、脱硫効率を求める場合

(3)排出ガス測定から求めるSOx量
脱硫前の数値：下記にしたがって、「a脱硫装置前（入口）のSOx量」の欄に入力してください。
脱硫後の数値：下記にしたがって、「b脱硫装置後（出口）のSOx量」の欄に入力してください。

⁃⁃ SOx濃度
① �SOx（またはSO2）濃度測定値：�「項目」欄で、濃度を測定した項目を、SOxまたはSO2から選択してください。	

① で[SOx]を選択した場合：濃度測定値の欄に、全ての測定値を入力してください。	
�① で[SO2]を選択した場合：濃度測定値の欄には、何も入力しません。

② �平均SOx（またはSO2）濃度※5※6：  SOx（またはSO2）濃度測定値の平均値を入力してください。
③ �SOx濃度への補正係数※5：�① で[SO2]を選択した場合は、補正係数（57ページ）を入力してください。
④ �補 正 S O x 濃 度※5※6：  �① で[SO2]を選択した場合：②×③の数値を入力してください。	

① で[SOx]を選択した場合：②の数値を入力してください。
⁃⁃ SOx測定時のO2濃度
⑤ �SOx濃度測定時のO2濃度測定値：�① で[SOx]を選択した場合：SOx濃度測定時の全てのO2濃度測定値を入力してください。	

�① で[SO2]を選択した場合：適用期間中のO2濃度の平均値を入力してください。
⑥ �SOx濃度測定時の平均O2濃度※5※6：  「⑤ �SOx濃度測定時のO₂濃度測定値」の平均値を入力してください。
⁃⁃排出ガス量測定時のO2濃度および排出ガス量
⑦ �排出ガス量測定値（乾き）：排出ガス量（乾きガス量）の平均値を入力してください。
⑧ �平 均 排 出 ガ ス 量※4※6：  平均値（「⑦ �排出ガス量測定値（乾き）」と同じ数値）を入力してください。
⑨ 排出ガス量測定時のO2濃度測定値：�排出ガス測定時のO₂濃度の平均値を入力してください。
⑩ �排出ガス量測定時の平均O2濃度※5※6：  平均値（「⑨ 排出ガス量測定時のO₂濃度測定値」と同じ数値）を入力してください。
⑪ 補 正 排 出 ガ ス 量※4※6：  �補正の必要がある場合は、計算して入力してください。（58ページ）	

SOx(またはSO₂)濃度測定時と排出ガス量測定時のO₂濃度が異なる場合は、
必ず補正をしてください。	
補正の必要がない場合は、「⑧平均排出ガス量」の数値を入力してください。

⑫ SOx量※4※6 ：  SOx量を計算して、入力してください。（58ページ）

⁃⁃硫黄酸化物濃度の測定
⑬ �S O x 濃 度 測 定 法：�① で[SOx]を選択した場合：JIS K 0103のいずれか該当する測定法を入力してください。	

�① で[SO2]を選択した場合：JIS B 7981のいずれか該当する測定法を入力してください。
⑭ �採 取 ガ ス 量：①を測定したときの採取ガス量（吸引ガス量）を入力してください。

2.	測定及び算定内容（E様式（ロ））
(1)共通事項
① 測 定 年 月 日※1：SOx濃度と排出ガス量を測定した年月日を入力してください。
② 脱 硫 適 用 期 間※1：�この様式で算定した補正後の脱硫効率を適用する期間を入力してください。	

（必ず、SOx濃度測定などを実施した「月」を含めてください。）
③ �適用期間中における⁃
平 均 燃 原 料 使 用 量

：�適用期間中において、脱硫対象施設で使用した燃原料の種類と1時間当たりの平均
使用量※2※3を入力してください。

※1：    入力必須項目です。

※2：該当する単位を選択してください。
※3：1時間当たりの量を入力してください。
※4：有効数字4けた（5けた以下は切り捨て）

※5：有効数字3けた（4けた以下は切り捨て）
※6：���    自動的に計算されます。
※7：���    自動計算されませんので、適切な数値を入力してください。

(4)脱硫効率及び脱硫効率の補正
① 脱 硫 効 率 ：�  �脱硫効率を計算し、小数点以下3けた目を切り捨て、2けたまでの数値（％表示）

を入力してください。（計算のしかたは、58ページをご覧ください。）
② 施 設 の 稼 働 時 間 数※3 ：脱硫装置の適用期間における施設の稼働時間（1時間未満切り捨て）を入力してください。
③ 脱硫装置の稼働時間数※3 ：脱硫装置の適用期間における脱硫装置の稼働時間（1時間未満切り捨て）を入力してください。
④ 施 設 の 排 出 ガ ス 量 ：施設の排出ガス量を入力してください。
⑤ 脱硫装置の処理ガス量 ：脱硫装置の処理ガス量を入力してください。
⑥ そ の 他 の 補 正 係 数※5 ：その他、何らかの補正係数がある場合、入力してください。
⑦ 補 正 後 の 脱 硫 効 率※7 ：�施設と脱硫装置の稼働時間または排出ガス量が異なるなどの場合は、脱硫効率（％）を補正し、

小数点以下3けた目を切り捨て、2けたまでの数値（％表示）を入力してください。（計算のしか
たは、59ページをご覧ください。）補正する必要がない場合は、①の数値を入力してください。

添
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Ｅ様式（ハ）

(2)燃原料から求めるSOx量
何も入力しません。

B DS

バイパス
（常時閉）

ボイラー 脱硫装置

×× △

算定様式（Ｅ様式）の作りかた

（ハ）を選択してください。（47ページ）

	�用紙申告の場合は、この位置に脱硫過程の簡略図を描いてください。（45ページ）⁃
2枚目以降には、変更が無ければ記入する必要はありません。

作成のしかたは、47ページをご覧ください。

  �操作のしかたは、54ページを
ご覧ください。

⁃⁃下図の内容は、SO2濃度測定時の記載例です。	
SOx濃度測定の場合には、48ページ「2.(3)b 脱硫装置後（出口）のSOx量」の記載例に倣って、「2.(3)a 脱硫装置前（入口）
のSOx量」および「2.(3)b 脱硫装置後（出口）のSOx量」の数値を入力してください。
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Ｅ様式（ハ）  SOx濃度 と O₂濃度 を、 脱硫前と脱硫後で測定 して、脱硫効率を求める場合

⁃⁃
算
定
様
式（
Ｅ
様
式
）の
作
り
か
た

2.	測定及び算定内容（E様式（ハ））
(1)共通事項
① 測 定 年 月 日※1：SOx濃度と排出ガス量を測定した年月日を入力してください。
② 脱 硫 適 用 期 間※1：�この様式で算定した補正後の脱硫効率を適用する期間を入力してください。	

（必ず、SOx濃度測定などを実施した「月」を含めてください。）
③ �適用期間中における⁃
平 均 燃 原 料 使 用 量

：�適用期間中において、脱硫対象施設で使用した燃原料の種類と1時間当たりの平均
使用量※2※3を入力してください。

※1：    入力必須項目です。

(3)排出ガス測定から求めるSOx量
脱硫前の数値：下記にしたがって、「a脱硫装置前（入口）のSOx量」の欄に入力してください。
脱硫後の数値：下記にしたがって、「b脱硫装置後（出口）のSOx量」の欄に入力してください。

⁃⁃ SOx濃度
① �SOx（またはSO2）濃度測定値：�「項目」欄で、濃度を測定した項目を、SOxまたはSO2から選択してください。 	

① で[SOx]を選択した場合：濃度測定値の欄に、全ての測定値を入力してください。	
�① で[SO2]を選択した場合：濃度測定値の欄には、何も入力しません。

② �平均SOx（またはSO2）濃度※5※6：  SOx（またはSO2）濃度測定値の平均値を入力してください。
③ �SOx濃度への補正係数※5：�① で[SO2]を選択した場合は、補正係数（57ページ）を入力してください。
④ �補 正 S O x 濃 度※5※6：  �① で[SO2]を選択した場合：②×③の数値を入力してください。	

① で[SOx]を選択した場合：②の数値を入力してください。
⁃⁃ SOx測定時のO2濃度
⑤ �SOx濃度測定時のO2濃度測定値：�① で[SOx]を選択した場合：SOx濃度測定時の全てのO2濃度測定値を入力してください。	

�① で[SO2]を選択した場合：適用期間中のO2濃度の平均値を入力してください。
⑥ �SOx濃度測定時の平均O2濃度※5※6：  平均値（「⑤ �SOx濃度測定時のO₂濃度測定値」と同じ数値）を入力してください。
⁃⁃排出ガス量測定時のO2濃度および排出ガス量
⑦ �排出ガス量測定値（乾き）：何も入力しません。
⑧ �平 均 排 出 ガ ス 量：何も入力しません。
⑨ 排出ガス量測定時のO2濃度測定値：何も入力しません。
⑩ �排出ガス量測定時の平均O2濃度：何も入力しません。
⑪ 補 正 排 出 ガ ス 量：何も入力しません。
⑫ SOx量 ：何も入力しません。

⁃⁃硫黄酸化物濃度の測定
⑬ �S O x 濃 度 測 定 法：�① で[SOx]を選択した場合：JIS K 0103のいずれか該当する測定法を入力してください。	

�① で[SO2]を選択した場合：JIS B 7981のいずれか該当する測定法を入力してください。
⑭ �採 取 ガ ス 量：①を測定したときの採取ガス量（吸引ガス量）を入力してください。

(4)脱硫効率及び脱硫効率の補正
① 脱 硫 効 率 ：�  �脱硫効率を計算し、小数点以下3けた目を切り捨て、2けたまでの数値（％表示）

を入力してください。（計算のしかたは、58ページをご覧ください。）
② 施 設 の 稼 働 時 間 数 ：脱硫装置の適用期間における施設の稼働時間（1時間未満切り捨て）を入力してください。
③ 脱硫装置の稼働時間数 ：脱硫装置の適用期間における脱硫装置の稼働時間（1時間未満切り捨て）を入力してください。
④ 施 設 の 排 出 ガ ス 量 ：施設の排出ガス量を入力してください。
⑤ 脱硫装置の処理ガス量 ：脱硫装置の処理ガス量を入力してください。
⑥ そ の 他 の 補 正 係 数※5 ：その他、何らかの補正係数がある場合、入力してください。
⑦ 補 正 後 の 脱 硫 効 率※7 ：�施設と脱硫装置の稼働時間または排出ガス量が異なるなどの場合は、脱硫効率（％）を補正し、

小数点以下3けた目を切り捨て、2けたまでの数値（％表示）を入力してください。（計算のしか
たは、59ページをご覧ください。）補正する必要がない場合は、①の数値を入力してください。

※2：該当する単位を選択してください。
※3：1時間当たりの量を入力してください。
※4：有効数字4けた（5けた以下は切り捨て）

※5：有効数字3けた（4けた以下は切り捨て）
※6：���    自動的に計算されます。
※7：���    自動計算されませんので、適切な数値を入力してください。
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ボタン操作のしかた

算定様式（Ｅ様式）の作りかた
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ボタン操作のしかた
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入力チェック　  入力後、必ず行ってください
入力内容に不備がないかをチェックできます。
⁃⁃不備がある場合は、不備の内容をメッセージで案内しますので、メッセージにしたがって修正してください。
⁃⁃不備がない場合は、「入力チェック完了」と表示されますので、 OK をクリックしてください。

前年度データ複写
	� 	�前年度、オンライン申告またはFD・CD申告した場合は、下記手順で前年度のExcel雛型ファイルから入力情
報を複写できます。（複写できる項目は、図の水色で塗られた箇所です）

		  1. 	「前年度データ複写」をクリックする。
		  2.	 前年度に提出したE様式のExcel雛型ファイルを選択し、「開く」をクリックする。

⁃⁃ E様式（イ）／E様式（ロ）／E様式（ハ）は、前年度のデータの状態にかかわらず、自動では選択されません。
⁃⁃前年度にオンライン申告またはFD・CD申告していない場合は、前年度データ複写はできません。

算定様式の追加／算定様式の削除
算定様式のワークシートを追加／削除します。

　 お 願 い 　

⁃⁃算定様式の追加／削除は、必ずこのボタンから行ってください。⁃
Excelの「ワークシートの挿入／コピー／削除」機能から追加することはできません。

終了
現在開いているExcel雛型ファイルを閉じます。
⁃⁃終了する前に、ファイルを保存したことを必ず確認してください。

エクセル保存
パソコンの任意の場所に、Excel雛型ファイルを保存することができます。

　 お 願 い 　

⁃⁃ Excel雛型ファイルを保存する際は、必ずこのボタンから行ってください。他の方法では、正常に保存できません。
⁃⁃「算定様式の追加」をしたファイルを保存しようとすると、メッセージが表示されることがあります。⁃
そのときは、 変更を保存して署名を破棄する を選んでファイルを保存してください。（5ページ）
⁃⁃保存したExcel雛型ファイルの名称は変更しないでください。アップロードができなくなります。

印刷
入力した内容をA4用紙に印刷することができます。（オンライン申告の場合は、印刷不要です。）

　 お 願 い 　

⁃⁃印刷する際は、必ずこのボタンから行ってください。Excelの印刷ダイアログから行うと、正常に印刷できません。

  �算定様式の追加をすると、ワークシートが追加されます。

⁃⁃ワークシートの名称は、変更しないでください。変更するとデータを正しく処理できません。

添
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「2.⑵⑤SOx量」の計算のしかた
下記の計算式で算定し、有効数字4けた（5けた以下は切り捨て）を入力してください。

❶	固体燃料使用の場合

　計算式　

(2) ⑤ SOx 量
 (㎥N /h)

＝ (2) ②測定時の使用量 ×
(2) ④含有硫黄分 (%)

×
22.4

100 32

❷	液体燃料の場合

　計算式　

(2) ⑤ SOx 量 
 (㎥N /h)

＝ (2) ②測定時の使用量 × (2) ③密度	
(g/㎤ ) ×

(2) ④含有硫黄分 (%)
×
22.4

100 32

❸	気体燃料の場合

　計算式　

(2) ⑤ SOx 量
 (㎥N /h)

＝ (2) ②測定時の使用量 ×
(2) ④含有硫黄分 (%)

100

例：液体燃料使用の場合

(2) ①燃原料の種類 (2) ②測定時の使用量 (2) ③密度 (g/㎤ ) (2) ④含有硫黄分 (%)
C 重油 653 ℓ 0.944 g/㎤ 2.28%

　計算の例　

(2) ⑤ SOx 量
 (㎥N /h)

＝ (2) ②測定時の使用量 × (2) ③密度	
(g/㎤ ) ×

(2) ④含有硫黄分 (%)
×
22.4

100 32

＝ 653 × 0.944 × 2.28 × 22.4
100 32

＝ 9.8382\5\ → 9.838 ㎥N /h　有効数字4けた（5けた以下切り捨て）

「2.⑵⑥合計SOx量」の計算のしかた
燃原料ごとの「⑵⑤SOx量」 (㎥N /h)を合計し、有効数字4けた（5けた以下は切り捨て）を入力してください。

　計算の例　
下記のような数値から合計SOx量を計算する場合

(2) ⑥合計 SOx 量
 (㎥N /h)

＝ 9.838 ＋ 8.024 ＋ 6.517

＝ 24.379\  → �24.37 ㎥N /h	
有効数字4けた（5けた以下切り捨て）

算定様式（Ｅ様式）の作りかた
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「2.⑶ ③ SOx濃度への補正係数」の計算のしかた
SOx濃度測定ではなく、SO2濃度測定を行っているときは、SOx濃度への補正係数をあらかじめ求め、下記の計算式で	
補正SOx濃度を算定し、有効数字3けた（4けた以下は切り捨て）を入力してください。

　 ご 注 意 　

⁃⁃年1回以上、排出ガス中のSO2濃度とSOx濃度を同時に測定して、SOx濃度への補正係数を算定してください。
⁃⁃ SOx濃度＜SO2濃度の場合は補正係数を1としてください。
⁃⁃溶液導電率方式、赤外線吸収方式、紫外線吸収方式、紫外線蛍光方式、干渉分光方式、定電位電解方式および炎光光度
検出分析方式による排出ガス測定はSO2濃度が対象であるため、SOx濃度に補正する必要があります。
⁃⁃その他測定時の実態に応じて補正する必要がある場合には、その補正理由および補正方法を明示してください。

❶	補正係数の計算

　計算式　

⑶③ SOx 濃度への補正係数 ＝
SOx 濃度
SO₂ 濃度

❷	補正SOx濃度の計算

　計算式　

⑶④補正 SOx 濃度 (ppm) ＝ ⑶②平均 SO₂ 濃度 (ppm) × ⑶③ SOx 濃度への補正係数
（❶の計算結果）

例：下記のような数値が測定された場合

SOx 濃度 (ppm) SO2 濃度 (ppm) ②平均 SO₂ 濃度 (ppm)
88.5 85.9 86.2

　計算の例　
補正係数の計算
⑶③ SOx 濃度への

補正係数 ＝
SOx 濃度
SO₂ 濃度

＝
88.5 ppm

＝ 1.030\ → 1.03　有効数字 3けた（4けた以下切り捨て）
85.9 ppm

補正SOx濃度の計算

⑶④補正 SOx 濃度 
(ppm) ＝ ⑶②平均 SO₂ 濃度 

(ppm) × ⑶③ SOx 濃度への
補正係数

＝ 86.2 ppm × 1.03

＝ 88.78\ → 88.7 ppm　有効数字 3けた（4けた以下切り捨て）

⁃⁃
算
定
様
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算定様式（Ｅ様式）の作りかた

「2.⑶ ⑪ 補正排出ガス量（㎥N /h）」の計算のしかた
SOx濃度（またはSO2濃度）測定時のO2濃度と、排出ガス量測定時のO2濃度が異なる場合は、下記の計算式で排出ガス
量を補正し、有効数字4けた（5けた以下切り捨て）を入力してください。

　 ご 注 意 　

⁃⁃その他測定時の実態に応じて補正する必要がある場合には、その補正理由および補正方法を明示してください。

❶	補正排出ガス量の計算

　計算式　

⑶⑪補正排出ガス量 ⁃
(㎥N /h)

＝ ⑶⑧平均排出ガス量 	
(㎥N /h)

×
21 (%) － ⑶⑩排出ガス量測定時の平均O₂濃度 （%）
21 (%) － ⑶⑥ SOx 濃度測定時の平均O₂ 濃度 （%）

例：下記のような数値が測定された場合

⑶⑥SOx濃度測定時の平均O₂濃度 （%） ⑶⑩排出ガス量測定時の平均O₂濃度 （%） ⑶⑧平均排出ガス量 (㎥N/h)
6.15 5.85 45,930

　計算の例　

⑶⑪補正排出ガス量 
(㎥N /h)

＝ ⑶⑧平均排出ガス量 
(㎥N /h)

×
21 (%) － ⑶⑩排出ガス量測定時の平均O₂濃度 （%）
21 (%) － ⑶⑥ SOx 濃度測定時の平均O₂ 濃度 （%）

＝ 45,930 × 21 － 5.85
21 － 6.15

＝ 46,857\
0

→ 46,850 ㎥N /h　有効数字4けた（5けた以下切り捨て）

「2.⑶ ⑫ SOx量（㎥N /h）」の計算のしかた
下記の計算式で算定し、有効数字4けた（5けた以下切り捨て）を入力してください。

　計算式　

⑶⑫ SOx 量 (㎥N /h) ＝ ⑶④補正 SOx 濃度 （ppm） × ⑶⑪補正排出ガス量 (㎥N /h) × 10-6

「2.⑷ ① 脱硫効率(%)」の計算のしかた
「脱硫効率の算定式」で選択した内容（イ・ロ・ハ）に応じて、下記のいずれかの算定式を使用して計算してください。
数値は、％表示で小数点以下3けた目を切り捨て、2けたまでの数値を入力してください。

　 ご 注 意 　

⁃⁃脱硫装置の入口測定位置と出口測定位置の間で、余剰空気のもれこみ以外の要素（例：アフターバーナーなど）が	
あるときは、これらの計算式は使えません。
⁃⁃標準的硫黄分を採用している場合は、必ず（イ）式で計算してください。

❶	E様式（イ）（ 脱硫前の燃原料から求めたSOx量 と、 脱硫後の排出ガス中のSOx濃度 と、 排出ガス量 から脱硫効率を求める場合）

　計算式　

⑷①脱硫効率 	
(%) ＝




1 －

Se × Ve × 10-6 


× 100

Sf	：燃原料から求めたSOx量 (㎥N /h)
Se	：出口補正SOx濃度 (ppm)
Ve	：出口補正排出ガス量 (㎥N /h)Sf
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❷	E様式（ロ）（ SOx濃度 と 排出ガス量 を、 脱硫前と脱硫後で測定 して、脱硫効率を求める場合）

　計算式　

⑷①脱硫効率 	
(%) ＝




1 －

Se × Ve × 10-6 


× 100

Si	：入口補正SOx濃度 (ppm)
Vi	：入口補正排出ガス量 (㎥N /h)
Se	：出口補正SOx濃度 (ppm)
Ve	：出口補正排出ガス量 (㎥N /h)

Si × Vi × 10-6

❸	E様式（ハ）（ SOx濃度 と O2濃度 を、 脱硫前と脱硫後で測定 して、脱硫効率を求める場合）

　計算式　

⑷①脱硫効率 	
(%) ＝




1 －

Se × (21 － Oi) 


× 100

Si	：入口補正SOx濃度 (ppm)
Oi	：入口平均O₂濃度 (%)
Se	：出口補正SOx濃度 (ppm)
Oe	：出口平均O₂濃度 (%)
21	：空気中の酸素割合 (%)

Si × (21 － Oe)

「2.⑷ ⑦ 補正後の脱硫効率(%)」の計算のしかた
脱硫効率を時間比および排出ガス量比などで補正し、補正後の脱硫効率(％）を、小数点以下3けた目を切り捨て、2けた
までの数値を求めてください。

　 ご 注 意 　

⁃⁃稼働時間や排出ガスの処理量が同じであり、補正する必要がないときは、「⑷ ①脱硫効率」と同じ数値になります。
⁃⁃ A様式「⑪補正後の脱硫効率」C様式「⑮補正後の脱硫効率」D様式(a)「⑼補正後の脱硫効率」「⒂補正後の脱硫効率」は、
この値を入力してください。
⁃⁃その他、測定位置などの実態に応じて補正する必要がある場合には、その補正理由および補正方法を明示してください。

❶	脱硫装置の稼働時間が施設の稼働時間と異なる場合

2．⑷② 施設の稼働時間数（h）と⁃
2．⑷③ 脱硫装置の稼働時間数（h）が異なります。

　計算式　 YR ＝ YP × Kt

❷	排出ガスの一部を脱硫装置へ通し、他は通さない場合

2．⑷④ 施設の排出ガス量（㎥N/h）と⁃
2．⑷⑤ 脱硫装置の処理ガス量（㎥N/h）が異なります。
　計算式　 YR ＝ YP × KQ   

❸	上記❶と❷を共用する場合

　計算式　 YR ＝ YP × Kt × KQ

　凡　例　

YR :補正後の脱硫効率 (%)

YP :脱硫装置の脱硫効率 (%)

Kt : 時間比 ＝
脱硫装置の稼働時間数 (h)
施設の稼働時間数 (h)

KQ : 排出ガス量比 ＝
脱硫装置の処理ガス量 (㎥N /h)
施設の排出ガス量 (㎥N /h)

添
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算定様式（ｂ様式）の作りかた
算定様式（ｂ様式）とは

B様式、D様式（b）を使用してSOx排出量を算定する場合の測定結果を明らかにするための書類です。
入力の際は、44ページ「排出ガス測定の一般事項（E様式およびb様式共通）」をまずお読みください。

⁃⁃ 1枚に、3回分の測定データを入力することができます。
⁃⁃排出ガス測定の頻度は
	 →�原則2か月に1回以上測定してください。	

�ただし、大気汚染防止法、電気事業法でSOx量の常時測定義務がある施設については、1か月間の平均値を使用し
て月1回の算定としてください。

⁃⁃脱硫装置などのある施設で、測定適用期間において、脱硫装置などの稼働時間が施設の稼働時間と異なる場合は
	 →脱硫装置の稼働時と停止時に分けて排出ガス測定を行い、個々にB様式を作成してください。

 作成時の留意点
  Excel雛型ファイルに入力する際の留意点
⁃⁃ Excel雛型ファイルの黄色で塗られた項目（セル）が、入力する箇所です。
⁃⁃数字は、半角で入力してください。
⁃⁃数字のカンマ（，）は、自動で表示されます。（例：「1234567」と入力すると、「1,234,567」と表示されます。）
⁃⁃各セルの右上の「   」マークにマウスポインターを移動させると、入力の際の留意点を表示します。

	� 例：

　Excel雛型ファイルの入力が全て完了したら　

⁃⁃保存する前に、必ず 入力チェック をクリックして、入力にもれや誤りがないかを確認してください。（67ページ）
	�入力チェックが完了していないExcel雛型ファイルをオンライン申告システムからアップロードしようとすると、⁃
エラーになり、送信できません。
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ｂ様式（共通）
「1．一般事項」、「2.排出ガス測定による理由」「3.排出ガス経路及び測定位置」は、SOx濃度測定/SO2濃度測定の場合も共通です。
	�b様式を2枚以上使用する場合、1～3については、変更がなければ、2枚目以降に入力する必要はありません。

賦課金番号
  �申告書に入力されている汚染負荷量賦課
金番号を入力してください。

申告書に入力した納付義務者名、工場・
事業場名を入力してください。

N
ナンバー

o .
	 b様式の全使用枚数と通し番号です。
	 	 �この例では、全12枚のうちの1枚目である	

ことを表します。

  ��Excel雛型ファイルで様式を追加するごとに、
自動的にNo.が付与されます。

1.	 一般事項
① 関 連 する様式・番号：この様式に関連する算定様式の番号を入力してください。
② 測定機関（又は部門）：�排出ガスの測定をした機関（自社測定の場合は部門）などの名称を入力してください。
③ 測 定 対 象 施 設 名：�測定の対象となるばい煙発生施設などの施設名を入力してください。
④ 最 大 燃 原 料 使 用 量：�測定対象施設（③）で使用した燃原料の種類を入力し、該当する単位の選択後、	

1時間当たりの最大燃原料使用量を入力してください。（3種類以上の燃原料を	
使用する場合は、硫黄酸化物（SOx） を排出する主たる燃原料を2種類選んで入力
してください。）

2.	排出ガス測定による理由
該当する理由を選択してください。（複数選択可）
⁃⁃併せて、選択した項目について、具体的な理由も	
必ず入力してください。	
  半角120文字(全角60文字)以内

B DS

ボイラー 脱硫装置

×

3.	 排出ガス経路及び測定位置
 �用紙申告の場合は、この位置に脱硫過程の簡略図
を描いてください。（45ページ）
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SOx濃度測定値をもとに作成する場合

  �操作のしかたは、66ページをご覧ください。

「SOx」を選択
してください。

作成のしかたは、61ページをご覧ください。
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※1：SOx濃度の測定回数が4回以上の場合、その平均値を入力してください。 
※2：    自動的に計算されます。 ※3：    自動的に計算されません。

SOx濃度測定値をもとに作成する場合

SO2 ではなく、SOx濃度を測定している場合に、以下のように入力してください。

1枚に、3回分の測定データを入力することができます。
4.	 測定及び算定内容
① 測 定 年 月 日：SOx濃度と排出ガス量を測定した年月日を入力してください。
② 測 定 適 用 期 間：�測定結果を適用する期間を入力してください。	

測定適用期間には、必ずSOx濃度測定などを実施した「月」を含めてください。
③ �適 用 期 間 中 に お け る⁃
平 均 燃 原 料 使 用 量

：�適用期間中において、測定対象施設で使用した燃原料の種類と1時間当たりの
平均使用量を小数点以下の端数を切り捨てた整数値で入力し、該当する単位を
選択してください。

④ �測 定 時 に お け る⁃
燃 原 料 使 用 量

：�測定時において、測定対象施設で使用した燃原料の種類と1時間当たりの使用
量を小数点以下の端数を切り捨てた整数値で入力し、該当する単位を選択して
ください。（3種類以上の燃原料を使用する場合は、硫黄酸化物（SOx）を排出す
る主たる燃原料を2種類選んで入力してください。）

⁃⁃ SOx濃度
⑤ �［ S O x］濃度測定値※ 1 全てのSOx濃度測定値を入力してください。
⑥ �S O x 平 均 濃 度※2：  �「⑤ ［SOx］濃度測定値」の平均値を有効数字3けた（4けた以下は切り捨て）に

して入力してください。
⑦ �SOx濃度への補正係数：�何も入力しません。
⑧ �補 正 S O x 濃 度※2：  �⑥の数値を小数点以下の端数を切り捨てた整数値で入力してください。

⁃⁃関連するB様式「⑪補正SOx濃度」あるいはD様式（b）「� 補正SOx濃度」に、
この数値を入力してください。

⁃⁃ SOx測定時のO2濃度
⑨ �SOx濃度測定時のO2濃度測定値：SOx濃度測定時の全てのO2濃度の測定値を入力してください。
⑩ �SOx濃度測定時の平均O2濃度※2：  �「⑨ SOx濃度測定時のO2濃度測定値」の平均値を有効数字3けた（4けた以下

は切り捨て）にして入力してください。

⁃⁃排出ガス量および排出ガス測定時のO2濃度
⑪ �排出ガス量測定値（乾き）：全ての排出ガス量（乾きガス量）の測定値を入力してください。
⑫ �平 均 排 出 ガ ス 量※2：  �「⑪ 排出ガス量測定値（乾き）」の平均値を有効数字4けた（5けた以下は切り

捨て）にして入力してください。
⑬ 排出ガス量測定時のO2濃度測定値：�排出ガス測定時の全てのO2濃度の測定値を入力してください。
⑭ �排出ガス量測定時の平均O2濃度※2：  「⑬ 排出ガス量測定時のO2濃度測定値」の平均値を有効数字3けた（4けた以

下は切り捨て）にして入力してください。
⑮ 補 正 排 出 ガ ス 量※3：�補正の必要がある場合は、計算して入力してください。（69ページ）	

補正の必要がない場合は、「⑫平均排出ガス量」の数値を有効数字4けた（5けた
以下は切り捨て）にして入力してください。
⁃⁃⑩と⑭の数値が異なる場合は、必ず補正をしてください。
⁃⁃③と④の数値が異なり、必要がある場合には、補正をしてください。
⁃⁃関連するB様式「⑩補正排出ガス量」あるいはD様式（b）「⒇補正排出ガス量」に、
この数値を入力してください。

⁃⁃硫黄酸化物濃度の測定
⑯ �S O x 濃 度 測 定 法 �：JIS K 0103のいずれか該当する測定法を入力してください。
⑰ �採 取 ガ ス 量：①を測定したときの採取ガス量（吸引ガス量）を入力してください。

排出ガス量の補正の理由と方法
排出ガス量を補正している場合は、その理由、方法を必ず入力してください。
  半角200文字（全角100文字）以内
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SO2 濃度測定値をもとに作成する場合

  �操作のしかたは、66ページをご覧ください。

「SO₂」を選択
してください。

作成のしかたは、61ページをご覧ください。
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SO2 濃度測定値をもとに作成する場合

SOxではなく、SO2 濃度を測定している場合に、以下のように入力してください。

1枚に、3回分の測定データを入力することができます。
4.	 測定及び算定内容
① 測 定 年 月 日：�SO2濃度と排出ガス量を測定した年月日を入力してください。	

SO2連続系平均値の場合は、「◯◯年◯月1日」としてください。
② 測 定 適 用 期 間：�測定結果を適用する期間を入力してください。	

測定適用期間には、必ずSO2濃度測定などを実施した「月」を含めてください。
③ �適 用 期 間 中 に お け る⁃
平 均 燃 原 料 使 用 量

：�適用期間中において、測定対象施設で使用した燃原料の種類と1時間当たりの
平均使用量を小数点以下の端数を切り捨てた整数値で入力し、該当する単位を
選択してください。

④ �測 定 時 に お け る⁃
燃 原 料 使 用 量

：�測定時において、測定対象施設で使用した燃原料の種類と1時間当たりの使用量
を小数点以下の端数を切り捨てた整数値で入力し、該当する単位を選択してく
ださい。	
（3種類以上の燃原料を使用する場合は、硫黄酸化物（SOx） を排出する主たる	
燃原料を2種類選んで入力してください。）

⁃⁃ SOx濃度
⑤ �［ S O 2］濃 度 測 定 値：何も入力しません。
⑥ �S O 2 平 均 濃 度※1：  �１か月の平均SO2濃度を有効数字3けた（4けた以下は切り捨て）で入力して

ください。
⑦ �SOx濃度への補正係数：�補正係数（68ページ）を入力してください。
⑧ �補 正 S O x 濃 度※1：  �⑥×⑦の数値を小数点以下の端数を切り捨てた整数値で入力してください。

⁃⁃関連するB様式「⑪補正SOx濃度」あるいはD様式（b）「� 補正SOx濃度」に、
この数値を入力してください。

⁃⁃ SOx測定時のO2濃度
⑨ �SOx濃度測定時のO2濃度測定値：  �測定適用期間のO2濃度の平均値を入力してください。
⑩ �SOx濃度測定時の平均O2濃度※1：  �測定適用期間のO2濃度の平均値を入力してください。

⁃⁃排出ガス量および排出ガス測定時のO2濃度
⑪ �排出ガス量測定値（乾き）：全ての排出ガス量（乾きガス量）の測定値を入力してください。
⑫ �平 均 排 出 ガ ス 量※1：  �「⑪ 排出ガス量測定値（乾き）」の平均値を有効数字4けた（5けた以下は切り

捨て）にして入力してください。
⑬ 排出ガス量測定時のO2濃度測定値：�排出ガス測定時の全てのO2濃度の測定値を入力してください。
⑭ �排出ガス量測定時の平均O2濃度※1：  「⑬ 排出ガス量測定時のO2濃度測定値」の平均値を有効数字3けた（4けた以

下は切り捨て）にして入力してください。
⑮ 補 正 排 出 ガ ス 量※2：�補正の必要がある場合は、計算して入力してください。（69ページ）	

補正の必要がない場合は、「⑫平均排出ガス量」の数値を有効数字4けた（5けた
以下は切り捨て）にして入力してください。
⁃⁃⑩と⑭の数値が異なる場合は、必ず補正をしてください。
⁃⁃③と④の数値が異なり、必要がある場合には、補正をしてください。
⁃⁃関連するB様式「⑩補正排出ガス量」あるいはD様式（b）「⒇補正排出ガス量」に、
この数値を入力してください。

⁃⁃硫黄酸化物濃度の測定
⑯ �S O x 濃 度 測 定 法 �：JIS B 7981のいずれか該当する測定法を入力してください。
⑰ �採 取 ガ ス 量：①を測定したときの採取ガス量（吸引ガス量）を入力してください。

排出ガス量の補正の理由と方法
排出ガス量を補正している場合は、その理由、方法を必ず入力してください。
  半角200文字（全角100文字）以内

※1：���    自動的に計算されます。 ※2：���    自動的に計算されません。
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算定様式（ｂ様式）の作りかた
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  �算定様式の追加をすると、ワークシートが追加されます。

⁃⁃ワークシートの名称は、変更しないでください。変更するとデータを正しく処理できません。

⁃⁃
算
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た

ボタン操作のしかた

入力チェック　  入力後、必ず行ってください
入力内容に不備がないかをチェックできます。
⁃⁃不備がある場合は、不備の内容をメッセージで案内しますので、メッセージにしたがって修正してください。
⁃⁃不備がない場合は、「入力チェック完了」と表示されますので、 OK をクリックしてください。

前年度データ複写
	 	�前年度、オンライン申告またはFD・CD申告した場合は、下記手順で前年度のExcel雛型ファイルから入力情報
を複写できます。（複写できる項目は、図の水色で塗られた箇所です）

		  1. 	「前年度データ複写」をクリックする。
		  2.	 前年度に提出したb様式のExcel雛型ファイルを選択し、「開く」をクリックする。

⁃⁃前年度にオンライン申告またはFD・CD申告していない場合は、前年度データ複写はできません。

算定様式の追加／算定様式の削除
算定様式のワークシートを追加／削除します。

　 お 願 い 　

⁃⁃算定様式の追加／削除は、必ずこのボタンから行ってください。⁃
Excelの「ワークシートの挿入／コピー／削除」機能から追加することはできません。

終了
現在開いているExcel雛型ファイルを閉じます。
⁃⁃終了する前に、ファイルを保存したことを必ず確認してください。

エクセル保存
パソコンの任意の場所に、Excel雛型ファイルを保存することができます。

　 お 願 い 　

⁃⁃ Excel雛型ファイルを保存する際は、必ずこのボタンから行ってください。他の方法では、正常に保存できません。
⁃⁃「算定様式の追加」をしたファイルを保存しようとすると、メッセージが表示されることがあります。⁃
そのときは、 変更を保存して署名を破棄する を選んでファイルを保存してください。（5ページ）
⁃⁃保存したExcel雛型ファイルの名称は変更しないでください。アップロードができなくなります。

印刷
入力した内容をA4用紙に印刷することができます。（オンライン申告の場合は、印刷不要です。）

　 お 願 い 　

⁃⁃印刷する際は、必ずこのボタンから行ってください。Excelの印刷ダイアログから行うと、正常に印刷できません。
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「4.⑦ SOx濃度への補正係数」と「4.⑧補正SOx濃度(ppm)」の計算のしかた
SOx濃度測定ではなく、SO2濃度測定を行っているときは、SOx濃度への補正係数をあらかじめ求め、下記の計算式で	
補正SOx濃度を算定し、有効数字3けた（4けた以下切り捨て）を入力してください。

　 ご 注 意 　

⁃⁃年1回以上、排出ガス中のSO2濃度とSOx濃度を同時に測定して、SOx濃度への補正係数を算定してください。
⁃⁃ SOx濃度＜SO2濃度の場合は補正係数を1としてください。
⁃⁃溶液導電率方式、赤外線吸収方式、紫外線吸収方式、紫外線蛍光方式、干渉分光方式、定電位電解方式および炎光光度
検出分析方式による排出ガス測定はSO2濃度が対象であるため、SOx濃度に補正する必要があります。
⁃⁃その他測定時の実態に応じて補正する必要がある場合には、その補正理由および補正方法を明示してください。

❶	補正係数の計算

　計算式　

⑦ SOx 濃度への
補正係数 ＝

SOx 濃度
SO₂ 濃度

❷	補正SOx濃度の計算

　計算式　

⑧ 補正 SOx 濃度 
(ppm) ＝ ⑥ SO₂ 平均濃度 

(ppm) × ⑦ SOx 濃度への補正係数
（❶の計算値）

例：下記のような数値が測定された場合

SOx 濃度 (ppm) SO2 濃度 (ppm) ⑥ SO₂ 平均濃度 (ppm)
88.5 85.9 86.2

　計算の例　
補正係数の計算
⑦ SOx 濃度への
補正係数 ＝

SOx 濃度
SO₂ 濃度

＝
88.5 ppm

＝ 1.030\ → 1.03　有効数字 3けた（4けた以下切り捨て）
85.9 ppm

補正SOx濃度の計算

⑧ 補正 SOx 濃度 
(ppm) ＝ ⑥ SO₂ 平均濃度 

(ppm) × ⑦ SOx濃度への
補正係数

＝ 86.2 ppm × 1.03

＝ 88.7\8\ → 88 ppm　（小数点以下切り捨て）

算定様式（ｂ様式）の作りかた
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「 4.⑮ 補正排出ガス量（㎥N /h）」の計算のしかた
補正が必要な場合には、下記の計算式などで排出ガス量を補正し、有効数字4けた（5けた以下切り捨て）を入力してく
ださい。

　 ご 注 意 　

⁃⁃その他測定時の実態に応じて補正する必要がある場合には、その補正理由および補正方法を明示してください。

❶	「⑩SOx濃度（またはSO2濃度）測定時の平均O2濃度」と、「⑭排出ガス量測定時の平均O2濃度」が異なる場合

　計算式　

⑮補正排出ガス量 
(㎥N /h)

＝ ⑫平均排出ガス量 
(㎥N /h)

×
21 (%) － ⑭排出ガス量測定時の平均O₂濃度 （%）
21 (%) － ⑩ SOx 濃度測定時の平均O₂ 濃度 （%）

⁃⁃例：下記のような数値が測定された場合

⑩SOx濃度測定時の平均O₂濃度 （%） ⑭排出ガス量測定時の平均O₂濃度 （%） ⑫平均排出ガス量 (㎥N/h)
6.15 5.85 45,930

　計算の例　

⑪補正排出ガス量 
(㎥N /h)

＝ ⑫平均排出ガス量 
(㎥N /h)

×
21 (%) － ⑭排出ガス量測定時の平均O₂濃度 （%）
21 (%) － ⑩ SOx 濃度測定時の平均O₂ 濃度 （%）

＝ 45,930 ×
21 － 5.85
21 － 6.15

＝ 46,857\
0

→ 46,850 ㎥N /h　有効数字 4けた（5けた以下切り捨て）

❷	�排出ガス量測定時の１時間当たりの燃原料使用量が、適用期間中の１時間当たりの平均燃原料使用量と異なり補正
する必要がある場合（この補正は、Ｄ様式（ｂ）を使用する場合には、必要ありません。）

	 62ページの記載例を参考にするなどし、排ガス量を補正してください。

⁃⁃複数の燃原料を使用している場合には、計算のしかたが異なる場合があります。
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困ったとき
誤りの多い事例

内　容 回　答
	�前年度の申告書または算定様式を使用し
ている。

Excel雛型ファイルは、毎年度更新しています。
必ず当年度にダウンロードしたExcel雛型ファイルを使用してください。

	 	�申告書または算定様式に入力した⁃
賦課金番号に誤りがある。

別途配布の「申告書情報」に記載されている賦課金番号をよくお確かめくだ
さい。

現在分の賦課金額の計算において、現在分SOx
排出量の欄に前年度に申告したSOx排出量を記
載している。

工場・事業場における全ての施設から前年に排出された総量を入力してく
ださい。算定様式で算出した合計値となります。FD・CD申告、オンライン	
申告では「算定様式の取り込み」ボタンにより作成した算定様式（A～D	
様式）のデータを取り込み、自動的に前年の排出量を計算します。

成績表から算定様式に燃原料の密度・硫黄分を
転記する際、四捨五入している。

端数処理のしかた一覧（74 ページ）に従い端数処理を行ってください。

	�過去分および現在分賦課金額の1円未満
を四捨五入している。または汚染負荷量賦
課金額の100円未満を四捨五入している。

過去分および現在分賦課金額の1円未満は切り捨て、汚染負荷量賦課金額の
100円未満は切り捨てとなります。

現在分SOx排出量を算定様式から申告書に転記
する際、小数点以下を四捨五入している。または
切り捨てずに入力している。

それぞれの算定様式で算出したSOx排出量を合算後、申告書へ転記する際	
1㎥N未満は切り捨てとなります。（12、74 ページ）FD・CD申告、オンラ
イン申告では「算定様式の取り込み」ボタンにより作成した算定様式（A～D
様式）のデータを取り込み、自動的に前年の排出量を計算します。

Ｅ様式、加重平均一覧表から算定様式へ転記し
た数値に誤りがある。

転記誤りがないよう、十分に注意してください。（エクセル雛型ファイルではＥ
様式、加重平均一覧表に記載した数値が自動的に算定様式へ反映されません）

非常用施設を申告していない。 大気汚染防止法対象外施設でも燃原料を使用している場合は、申告する必
要があります。

硫黄分0.01%未満の燃原料を申告していない。 灯油、LPGなどで硫黄分が0.01％未満の燃原料を使用している場合は、年間
計のみ申告してください。（16 ページ）

申告書の代理人欄を記載していない。 代理人を選任した場合は、代理人名を記載してください。
申告書の最大排出ガス量欄を記載していない。 最大排出ガス量欄は4月1日現在の工場・事業場におけるばい煙発生施設な

どの1時間当たりの最大排出ガス量（湿りガス）の総量を記載してください。
算定様式の施設名欄を記載していない。 算定様式の施設名欄は、「ボイラー」など対象となる施設の名称を記載して

ください。
算定様式、添付書類を添付していない。
またはオンライン申告において算定様式、添付
書類をアップロードしていない。

算定様式、添付書類は忘れずに提出してください。

自社分析した燃原料の資料を添付していない。 自社分析によらざるを得ない場合は、その理由、測定方法、測定者および	
測定データを明記したものを添付してください。

FAQ
内　容 回　答

	 	�エクセルのマクロ表示が出ない場合は
どうすればよいですか？

⁃⁃「コンテンツの有効化」の設定をしてください。（4ページ）
⁃⁃「算定様式の追加」を行ったExcel雛型ファイルの場合、保存時に	
環境再生保全機構の署名が破棄されるため、「コンテンツの有効化」
の設定をしても、マクロ表示が出ない場合があります。その時は、	
セキュリティレベルを変更してください。（6ページ）

	�ファイルをメディアに保存する時は、保存
する順番はありますか？

保存する順番はありません。
なお、保存したファイルの名称は変更しないでください。

	 	�算定様式を複数枚作成する時は、必要
枚数分ダウンロードする必要があり
ますか？

算定様式が複数枚必要なときは、「算定様式の追加」ボタンで必要枚数
を追加してください。
※	C様式については、1施設について1様式に入力します。複数の施設
分を算定する場合は、入力されていないC様式のExcel雛型ファイル
を必要な施設分だけコピーして、施設ごとに作成してください。

「名称等変更届出書」などの、届出書の様式は
どこで入手できますか？

賦課金ホームページ(http://www.erca.go.jp/fukakin/index.html)にExcel雛型
ファイルを用意しておりますので、ダウンロードしてご利用ください。

⁃⁃別冊の「申告・納付の手続き」に届出様式の雛型を載せております
ので、コピーしてお使いください。
⁃⁃オンライン申告を行っている場合は、オンライン申告システムで名称
等の変更を届け出ることができますので、そちらをご利用ください。
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   Excel雛型ファイルについて
内　容 回　答

⁃⁃ ホームページにアクセス
できない。
⁃⁃ダウンロードできない。

⁃⁃ URLの誤入力
→→正しいURLになっているか、確認してください。

⁃⁃メッセージが出る場合：
	 �ブラウザソフトのセキュリティオプションの設定か、事業場のサーバやネットワークの
セキュリティ上の問題である可能性があります。
→→システム管理者に相談してください。

⁃⁃回線が混雑していると思われる場合：
	 �時間帯を変えて、再度接続を試みてください。

ダウンロードしたExcel
雛型ファイルを解凍でき
ない・開けない。

⁃⁃ダウンロード中にファイルが破損した可能性があります。
→→再度、Excel雛型ファイルをダウンロードしてください。

⁃⁃パソコンに解凍ソフトがインストールされていない場合
→→Windows標準機能でファイルを解凍してください。	
（→別冊「申告・納付の手続き」20～21 ページ）

⁃⁃ Excel雛型ファイルが開
かない。（開こうとする
と強制終了する）

⁃⁃  入力チェック   印刷  ⁃
 様式の追加 などを⁃
クリックすると、Excel
が強制終了する。⁃
（メッセージが表示さ
れる場合もあります）

⁃⁃「プロジェクトまたはラ
イブラリが見つかりま
せん」などのエラーメッ
セージが表示され、マク
ロが機能しなくなった。

⁃⁃作業中にフリーズする。

⁃⁃ Excelが、Dynamic Data Exchange（DDE）を無視するように設定されている。
→→下記手順で設定を変更してください。

	 ①	�Excelで、 ファイル ▶ オプション ▶ 詳細設定 をクリックする。
	 ②	�「全般」の「Dynamic Data Exchange(DDE)を使用するほかのアプリケーションを無視する」

にチェックが入っている場合はチェックを外す。
	 ③	� OK をクリックする。
⁃⁃事業場内でのセキュリティの問題から、マクロファイルを使用できない環境で無理に使
用した場合、強制終了されることがあります。
⁃⁃ネットワークの環境や、PCとプリンターの接続などシステム環境により、印刷ができな
い、強制終了されるなどのケースがまれに発生します。
→→事業場のシステム管理者にご相談ください。

⁃⁃ Excel雛型ファイルは、ブックやシートに保護をかけられています。入力できないセルの操
作、マクロ情報の編集、ファイル名の変更などを行うと、Excel雛型ファイルが損傷する原
因となりますので、このような変更は行わないでください。
⁃⁃事業場内のインターネット接続環境や、ダウンロード時の状況により、ダウンロードした
ファイルの一部が損傷する場合があります。
→→再度、Excel雛型ファイルをダウンロードしてください。

Excelのマクロ表示が出
ない

⁃⁃「コンテンツの有効化」の設定をしてください。（4ページ）
⁃⁃「算定様式の追加」を行ったExcel雛型ファイルの場合、保存時に環境再生保全機構の署名
が破棄されるため、「コンテンツの有効化」の設定をしても、マクロ表示が出ない場合があ
ります。その時は、セキュリティレベルを変更してください。（6ページ）

算定様式で使用量なしの
月に「0」と入力すると、
エラー表示となる。

⁃⁃算定様式は「０」の入力に対応していません。
→→ 0の場合はブランク（何も入力しない）としてください。（全様式共通）

 様式の追加 を実行すると、
「メモリ不足」のメッセー
ジが表示される。

⁃⁃ Excel雛型ファイルをFD・CDなどのメディア上で実行している場合、メモリ不足の可能性
があります。
→→ Excel雛型ファイルをデスクトップやマイドキュメントなどのハードディスク上にコ
ピーして実行してください。

Excelを終了できない。 ⁃⁃ Excel雛型ファイルを閉じる前に、Excel を終了しようとすると、エラーメッセージが
表示されてExcel を閉じることができません。
→→ Excel雛型ファイル内の 終了 をクリックしてExcel雛型ファイルを閉じてから、
Excel を閉じてください。

困
っ
た
と
き
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業種名とその分類一覧
申告書に入力すべき業種名 日本標準産業分類　中分類（一部大分類および小分類を含む）
02 旅館・飲食店 飲食店、旅館その他の宿泊業（ホテルを含む）、映画業、娯楽業

03 学校・病院 医療業、教育・学習支援業（試験研究機関を含む）、	
保健業（保健所、健康相談施設、検疫所（動・植物検疫を除く）等）

04 浴場業 公衆浴場、特殊浴場
05 洗たく業 洗たく業（リネンサプライを含む）、洗張・染物業
06 廃棄物焼却場 清掃業（公共団体所管のものを含む）

10 農・林・漁業 農業、農業 ･園芸サービス業（ライスセンター等）、林業、狩猟業、漁業、	
水産養殖業

11 鉱業 金属鉱業、石炭・亜炭鉱業、原油・天然ガス鉱業、	
その他の鉱業（鉱業法に定める鉱業）

12 建設業 総合工事業（アスファルトプラント等）、職別工事業、設備工事業

14 電気業 電気業（電気事業法に定める電気事業）	
（JR の発電所を含む。自家発電は各産業別に含める）

16 ガス業 ガス業（ガス事業法に定めるガス事業）

20 その他事業場 製造業以外で上記に含まれないもの、熱供給業、葬儀・火葬業、	
分類不能の産業

21 食料品製造業 食料品製造業、飲料・たばこ・飼料製造業（食品加工業および砂糖、清涼飲料、	
ビール、酒、有機質肥料、たばこの製造業等）

23 繊維工業 繊維工業、衣服その他の繊維製品製造業（製糸業、紡績業および織物、メリヤス、
レース、綱、衣服の製造業等並びに染色整理業）

25 木材・木製品工業 製材業、木製品製造業、家具・装備品製造業（一般製材業、単板、床板、チップ、
合板、パーチクルボードおよび家具 ･装備品製造業等）

27 パルプ・紙加工品業 パルプ・紙・紙加工品製造業、印刷・同関連業（パルプ、紙、加工紙、段ボール、
セロファン、繊維板の製造業等および新聞、出版、印刷、製本業等）

29 化学工業 化学工業（化学肥料、無機化学工業製品、有機化学工業製品、石油化学製品、
化学繊維、薬品、洗剤、塗料、化粧品の製造業等）

31 石油・石炭製品業 石油製品・石炭製品製造業	
（石油精製業および潤滑油、グリース、コークスの製造業）

33 ゴム・皮革業 ゴム製品製造業、なめし革・同製品・毛皮製品製造業（タイヤ、チューブ、
ゴムベルト、ゴム、革、毛皮製品の製造業等）

35 窯業・土石製造業 窯業・土石製品製造業（セメント、ガラス製品、かわら、陶磁器、耐火物、炭素・
黒鉛、石綿、石灰の製造業等）

37 鉄鋼業 鉄鋼業（製鉄業、製鋼・製鋼圧延業および鋼材、表面処理鋼材、鍛鋼、鋳鋼、
銑鉄鋳物の製造業等）

39 非鉄金属業 非鉄金属製造業	
（非鉄金属の製錬・精製、圧延業および鋳物、電線・ケーブルの製造業等）

41 金属製品業 金属製品製造業	
（洋食器、刃物、手道具、暖房装置、建設用金属製品、くぎ、ねじ、ボルトの製造業等）

43 機械工業

一般機械器具製造業、電気機械器具製造業、情報通信機械器具製造業、	
電子部品・デバイス製造業、輸送用機械器具製造業、精密機械器具製造業、	
武器製造業（ボイラ・原動機、建設機械、電気機械・器具、一般産業用機械、
通信機械器具、電子計算機、自動車、鉄道車両、船舶、航空機、武器の製造業等）

50 その他製造業 楽器、玩具、運動用具、鉛筆、プラスチック成型品等の上記以外の製造業
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標準的硫黄分一覧

分類 廃棄物等名
燃焼性⁃
硫黄分
(%)

平均的⁃
水　分⁃
(%)

紙くず 板紙
その他

0.10
0.01

8
7

繊維くず

植物繊維
合成繊維
絹
毛

0.02
0.02
0.07
2.50

6
－
7
10

ゴム ゴムタイヤ
その他

1.50
0.80

－
－

合成樹脂 合成樹脂 0.01 －
廃油 廃油（密度 0.880） 0.50 －

石油かす オイルタール（密度 1.000）
オイルピッチ

0.20
6.00

－
－

動・植物性残渣

バガス
生皮
なめし皮
羽毛

0.01
0.10
1.00
0.70

50
50
20
70

排水処理汚泥

活性汚泥（食品系）
抄紙系汚泥
パルプ系汚泥
油泥

0.10
0.04
0.20
0.50

90
60
70
80

一般廃棄物
都市ごみ
し尿汚泥ケーキ
下水汚泥ケーキ

0.03
0.04
0.01

60
70
80

木・わら 木屑
わら

0.04
0.04

10
10

※	廃棄物等の焼却時の水分が分析によって上表の平均的水分と	
異なる場合は、焼却量を補正し、標準的硫黄分をそのまま乗じて
SOx排出量を求めてください。

　計算式　
補正後の焼却量の計算

補正後の焼却量 (㎏） ＝ 焼却量 (㎏） × 100 －W
100 －Wo

W ＝ 焼却時に分析した水分 (%)

Wo ＝ 上表に記載した平均的水分 (%)

SOx排出量の計算
SOx 量	
(㎥N )

＝ 補正後の焼却量	
(㎏） ×

So
×

22.4

100 32
So ＝ 上表に記載した標準的硫黄分 (%)

※	分析データ、分析方法を明らかにする書類を添付してください。

燃原料コード表
分類 コード 燃原料名

液
体
燃
料

01 A 重油
03 B 重油
05 C 重油
09 混合重油
11 軽油
13 灯油
14 ナフサ
15 原油
22 黒液
29 その他の液体燃料

固
体
燃
料

31 石炭
33 コークス
35 木材
39 その他の固体燃料

気
体
燃
料

41 都市ガス
42 天然ガス (LNG)
44 液化石油ガス（LPG）
46 コークス炉ガス
47 高炉ガス
59 その他の気体燃料

廃
棄
物

61 都市ごみ
62 汚泥ケーキ
63 排水処理汚泥
64 紙くず
65 繊維くず
66 動・植物性残渣
67 ゴム
68 合成樹脂
69 石油かす
71 廃液
79 その他の廃棄物

原
材
料

84 窯業・土石原料
85 鉄鋼原料
86 非鉄金属原料
99 その他の原料

※	以下のような燃原料の場合、次のように
分類してください。

燃原料 コード /燃原料名
木屑・わら 35：木材
オイルコークス

39 ：その他の固体燃料RPF
RDF
ブタンガス 44：液化石油ガス (LPG)
発生炉ガス 59： その他の気体燃料
セメント原料

84 ：窯業・土石原料ガラス原料
陶器原料

必
要
な
と
き
に
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端数処理のしかた一覧
申告書

現在分 SOx 排出量（㎥N） 小数点以下切り捨て
過去分賦課金額・現在分賦課金額（円） 1円未満切り捨て
合計賦課金額（円） 100 円未満切り捨て

A 様式・B様式・C様式・D様式
使用量 (ℓ・㎏・㎥N )
※ C様式は装入量・産出量 (ℓ・㎏・㎥N )
※ D様式は焼却量 (ℓ ・㎏・㎥N )

小数点以下切り捨て

密度 (g/㎤）

小数点以下 4けた目を切り捨て、3けたまで
※加重平均値：�上記の数値で加重平均し、その結果を JIS Z 8401

による丸めまたは四捨五入によって、小数点以下
3けたまでとする。

含有硫黄分 (%)

●	A、B、D様式の場合
	 小数点以下 3けた目を切り捨て、2けたまで

	 ※�加重平均値：�上記の数値で加重平均し、その結果を	
JIS Z 8401による丸めまたは四捨五入を行い、
小数点以下 2けたまでとする。

●	C 様式の場合
	 ・燃 料：A様式に準じる。
	 ・原材料、製品：�同じ月の分析値が1つの場合は、少数点以下

4けた目を切り捨て、3けたまで

	 ※�加重平均値：�上記の数値で加重平均し、その結果を	
JIS Z 8401 による丸めまたは四捨五入を行い、
少数点以下 3けたまでとする。

脱硫効率 (%)
補正後の脱硫効率 (%) 小数点以下 3けた目を切り捨て、2けたまで

SOx 排出量 (㎥N ) 小数点以下 2けた目を切り捨て、1けたまで

E 様式
平均 SO₂・SOx 濃度 (ppm)
SOx 濃度への補正係数
補正 SOx 濃度 (ppm)
SOx 濃度測定時の平均O₂ 濃度 (%)
排出ガス量測定時の平均O₂ 濃度 (%)

有効数字 3けたまで（4けた以下を切り捨て）

平均排出ガス量 (㎥N /h)
補正排出ガス量 (㎥N /h)
SOx 量 (㎥N /h)

有効数字 4けたまで（5けた以下を切り捨て）

B 様式・D様式 (b)・b様式
平均 SO₂・SOx 濃度 (ppm)
SOx 濃度への補正係数
SOx 濃度測定時の平均O₂ 濃度 (%)
排出ガス量測定時の平均O₂ 濃度 (%)

有効数字 3けたまで（4けた以下を切り捨て）

適用期間中における平均燃原料使用量
測定時における燃原料使用量
補正 SOx 濃度 (ppm)

小数点以下切り捨て

平均排出ガス量 (㎥N /h)
補正排出ガス量 (㎥N /h)

有効数字 4けたまで（5けた以下を切り捨て）

D様式 (b)：測定中の焼却量 (㎏ /h) 1㎏未満の端数は切り捨て
D様式 (b)：1t あたりの SOx 量 (㎥N /h) 少数点以下 4けた目を切り捨て、3けたまで
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JIS Z 8401による数値の丸めかた
例：加重平均した硫黄分の数値を小数点以下2けたまでの数値に丸める

Ⓐ . ⒷⒸⒹⒺ ※ⒶⒷⒸⒹⒺは任意の数字

⁃⁃Ⓓ（小数点以下3けた目）の数値が0、1、2、3、4の場合

	 	 →	切り捨てます。

	 	 	 例：0.9245→0.92

⁃⁃Ⓓ（小数点以下3けた目）の数値が6、7、8、9の場合

	 	 →	切り上げます。

	 	 	 例：0.9265→0.93

⁃⁃Ⓓ（小数点以下3けた目）の数値が5の場合

	 ー	Ⓔ（小数点以下4けた目）以降の数値が0以外のとき
	 	 →	切り上げます。

	 	 	 例：0.9251→0.93
	 ー	Ⓔ（小数点以下4けた目）以降の数値が全て0のとき
	 	 →	Ⓒ（小数点以下2けた目）が1、3、5、7、9であれば、切り上げます。

	 	 	 例：0.9150→0.92
	 	 →	Ⓒ（小数点以下2けた目）が0、2、4、6、8であれば、切り捨てます。

	 	 	 例：0.9250→0.92

	

　数値を丸める際の留意点　

⁃⁃元の数値を一段階で丸めてください。
	 例：	 0.9147 を小数点以下2けたまでの数値に丸める場合
	 	 	 ○ 0.914\7 → 0.91（1段階）
	 	 	 × 0.9147\→0.915\→0.92 （2段階）

⁃⁃
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ
８
４
０
１
に
よ
る
数
値
の
丸
め
か
た

⁃⁃
端
数
処
理
の
し
か
た
一
覧

必
要
な
と
き
に
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申告後に誤りを訂正する場合
申告後に誤りなどから申告内容を修正する場合は、事前に機構へご連絡ください。

修正申告書記載例（用紙申告の場合）
新たに申告書を作成し、申告書の右肩に「修正分」と朱書きしたうえ、機構または商工会議所へ提出してください。

※	納付義務者等に変更があった場合、最新の情報を入力してください。

(3 1 1 7 8)
 3 7 7 8 9

(9 8 0 9 0 0)
 9 8 0 9 0 0

(9 8 0 6 0 0)
 1 7 1 5 2 0 0

(9 8 0 6 0 0)
 9 8 0 6 0 0

(9 8 0 6 0 0)
 9 8 0 6 0 0

(3 4 6 4 1 8 7)

　4 1 9 8 7 3 5
(3 9 2 2 7 0 0)

　4 6 5 7 3 0 0

7 1

申告区分を「11」と入力してください。 朱書きで「修正分」と入力してください。

⁃⁃修正前の数字は上段に（　）書きとし、その下に正しい数字を記入してください。
⁃⁃延納の場合、期別納付額内訳の額の記入は、修正申告する期日によって異なります。	
機構にご相談のうえ、記入してください。

提出年月日を入力してください。
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修正申告書記載例（オンライン申告、FD・CD申告の場合）

※	提出した申告書を修正する場合、申告区分の「10」をクリックすると11、12、13の修正申告区分が表示されます。
	 【例】初めての修正を行う場合：「11修正申告1回目」をクリックします。
※	用紙の印刷や保存方法などは、10ページを参照してください。

申告区分を「11」に変更してください。 申告区分を「11」に変更すると、自動的に「修正分」が表示されます。

提出年月日を入力してください。

訂正後の数値を入力してください。
例：	 31,178→37,789
⁃⁃前年の排出量を訂正すると、汚染負荷量賦課金額は自動的に再計算されます。
⁃⁃延納の場合、期別納付額内訳の額の入力は、修正申告する期日によって異なります。	
機構にご相談のうえ、入力してください。

⁃⁃
申
告
後
に
誤
り
を
訂
正
す
る
場
合

必
要
な
と
き
に
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修正納付書記載例

申告後に誤りを訂正する場合

修 正 分

住所 983-0001

宮城県仙台市城野区港１-２-３ （領収年月日、領収者名

11 及び領収印）又は（領

収者名の表示のある領

収日付印）

氏名

独立行政法人環境再生保全機構又は下記の 百 十 億 千 百 十 万 千 百 十 円

取扱金融機関の本支店 \ 1 8 3 5 0 0
各都市銀行　各地方銀行

商工組合中央金庫 北洋銀行 なお、裏面取扱金融機関の本支店で納付する

　場合は、手数料は不要です。

（取扱店⇒納付義務者）

青空
アオゾラ

工業
 コウギョ ウ

　株式会社

仙台
センダイ

工場
 コウジョ ウ

平 成 XX 年 度 汚 染 負 荷 量 賦 課 金

0 3 3 0 9

下記の納付額を

領収しました。

平 成 年 月 日

独 立 行 政 法 人 環 境 再 生 保 全 機 構

11 0    1 2

収 納

区 分

D・C関 機 納 収

全　期　・　第 １ 期

（  「 す る 」 の 場 合 に は ３ 枚 目 裏 面 に

必 ず そ の 事 業 所 名 等 を ご 記 入 く だ さ い  ）

複 数 事 業 所 分

をまとめて 納付

納 付 区 分

1

納 付 期 限

受　取　人

納 付 目 的

納　付　額

汚染負荷量賦課金　納付書・領収証書

殿

納付義務者番号

収入印紙

取扱金融機関

が　貼　付

する　　・　　しない

独立行政法人環境再生保全機構

納

付

場

所

工 場 ･事 業

場 番 号

 

 

 

 

 

 

 

XX X XX

朱書きで「修正分」と入力してください。収納区分を「11」と入力してください。
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独立行政法人　環境再生保全機構

〒 212-8554
神奈川県川崎市幸区大宮町 1310
ミューザ川崎セントラルタワー８Ｆ

T E L	 044-520-9544
Ｆ Ａ Ｘ	 044-520-2133
Ｅメール	 h-gyoumu@erca.go.jp 川崎ルフロン

川崎日航ホテル

至横浜 至品川

アトレ川崎

ラゾーナ川崎

京急川崎駅

中央口

JR 川崎駅
西口

独立行政法人 環境再生保全機構
ミューザ川崎セントラルタワー ８Ｆ

「申告書類作成マニュアル」について、ご不明な点などがございましたら、
独立行政法人 環境再生保全機構までお問い合わせください。

⁃⁃申告手続等に関する一般事項の照会… ………………… 補償業務部 業務課	 TEL	044-520-9544

⁃⁃オンライン申告、FD・CD申告に関する事項の照会… … 補償業務部 業務課	 �TEL	044-520-9543
	 		 フリーダイヤル	 	0120-135-304
	 		 （受付：平日　9:30～18:00）

⁃⁃申告等賦課金算定に関する事項の照会… ………… 補償業務部 調査管理課	 TEL	044-520-9547

⁃⁃汚染負荷量賦課金の納付に関する事項の照会… ……… 補償業務部 業務課	 TEL	044-520-9553

⁃⁃汚染負荷量賦課金申告に関する情報は… ……………………… http://www.erca.go.jp/fukakin/

⁃⁃機構業務案内等に関する情報は… ……………………………… http://www.erca.go.jp/
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